
   
 

 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

美しい東川を未来の子どもたちに 

池田高等学校 家庭クラブからのお願い  

平成２７年度に本校はユネスコスクールに認定され、環境教育 

に力を入れています。家庭クラブでも、東川の水質を維持しよう

と環境保全活動を行っています。学校のそばを 

流れる東川には、絶滅危惧種「ハリヨ」が 

棲んでいたと聞いています。今では 

ハリヨ保存会の皆さんの手でハリヨ 

公園において保護されています。水質汚濁の原因というと、工場

からの産業排水だと思いがちですが、最大の原因は私たちの生活

排水なのです。日常生活から排出される汚染物質は１日１人あた

り４０ｇだそうです。台所や浴室、洗面所からの雑排水が２７ｇ、

残りは１３ｇがトイレからの排水です。 

生活排水をそのまま川に流してしまえば、自然が備えている自 

浄能力を超え汚染されてしまいます。やがて、生活に必要なきれ

いな水が欲しい時、手に入れることが難しくなってしまいます。

「これくらいなら」とか「自分一人ぐらい」とか、深く考えずに

毎日水を流していることが、実は河川や湖沼・海、身近では東川

を汚していることに気づき、ちょっとした工夫をすることによっ

て台所からの排水も改善されます。次代を担う子どもたちきれい

な東川やハリヨを残したいと考えていますので、本校の活動をご

理解いただき、各家庭におかれましても環境に配慮した生活をお

願いします。 

                          

 

 

 

 

 
“川を汚さない”『四ない』運動 

 ○水切りネットや水切り袋を利用 

 

調理くずや食べ残しを流さないように

しましょう。米のとぎ汁は流さず、植木

の水やりに！養分を含んでいるので肥

料になります。 

 

 ○食用油を流さないように 

 

油の汚れがひどい食器などはふき取っ

てから洗いましょう。 

 

○石けんや洗剤は適量使いましょう 

 

目分量は使いすぎのもと！ 

 

 

目分量は使いすぎのもと！ 

 

○水はこまめに止め、溜めて大切に

使いましょう 

 
 

蛇口から流れ出る水は、意外と多い！ 

 

残った油は

新聞紙に吸

わせたり、

石けんにリ

サイクル 

岐阜県立池田高等学校 

出典：池田町教育委員会 

社会教育課HPより 



私たちがこんなにも川を汚していたんです!! 

魚がすめる水質にするには、浴槽（３００L）で何杯分必要か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

                                    出典： 秋田河川国道事務所HPより 

 

上記の表からもわかるように、天ぷら油を下水に流すと大量の水が必要になります。油だけでなく、食材

や食べ残し、お風呂・洗濯等の洗剤も気づかないうちに川を汚しています。本校でも次のような、水を汚さ

ない活動を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

水質検査              ペーパーで拭き取り       手作り石けんとアクリルたわし         

１．定期的に東川の水質検査を行い、川の状態や生き物を観察する。   

２．調理実習時の洗剤を薄めて使用し、汚れのひどいものは、キッチンペーパーで拭き

取ってから洗う。 

３．調理実習で出た油からは石けんを作り、手作りアクリルたわしで流し台やトイレの

洗面台を磨く。 


